
東京とどまるマンション

ハード面への
支援イメージ

▼ 蓄電池とＶ２Ｘ

対策 件数

ソフト対策 など（☆） 538

ソフト対策
＋ハード対策 など（☆☆）

39

ソフト対策
＋長時間のハード対策（☆☆☆）

49

区 分 支 援 対 象

ソフト面 防災備蓄資器材（防災キャビネット、簡易トイレ等）補助

ハード面

非常用電源設置（蓄電池、発電機）補助

非常用電源確保に係る浸水対策（止水板の設置等）補助

既存給排水管点検調査専門家派遣

エレベーター閉じ込め防止対策（リスタート機能等）補助

マンホールトイレ整備補助

太陽光発電設備・Ｖ２Ｘ（自動車用充放電設備）設置補助

防災備蓄倉庫の設計費補助

➔ Ｒ７年度は在宅避難の実効性を高める支援を充実させ、
ソフト・ハード対策を共に推進

●R５年度から防災備蓄資器材の購入支援を開始

ソフト面への
支援イメージ

▼ 防災備蓄資器材

エレベーター用
防災キャビネット

●災害時でも自宅での生活を継続しやすいマンションを「東京とどまるマンション」

として登録・公表  R７年３月末時点：626件（約9.7万戸）

〇登録要件 耐震基準を満たしていること（前提）

ハード対策：非常用電源の設置

ソフト対策：防災マニュアル等を整備

いずれか

（ソフト対策のみでも登録可）

R5～

R6～

R7～

R6～

R6～

R7～

R7～

R7～
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